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あなたの地区の民生委員・児童委員、主任児童委員を知りたいとき
は、健康福祉政策室 ( 63‐7579) へお問い合わせください。

● 民生委員・児童委員や主任児童委員にお気軽にご相談ください！

高齢者や障害者、子育て世代など
地域の皆さんの相談に応じ、行政や
関係機関とのパイプ役になるなど問
題解決へのお手伝いをする民生委員・
児童委員は、市内に 182人（主任児
童委員 16人を含む）います。
ちょっとした悩み事や、生活全般
における疑問、ご近所に住む人のこ
とでの心配事など、お気軽にご相談

ください。
なお、民生委員・児童委員は、法
律により相談内容などの秘密を守る
義務がありますので安心してご相談
ください。また、社会福祉の制度や
サービスなどについても分かりやす
く説明したり、専門機関による対応
につなげたりします。

広げよう 地域に根ざした 思いやり　　　　　　　　
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●子どものいじめや不登校が心配なとき
●子育てに役立つ情報をもっと知りたいとき

子ども

●悪質商法かもしれないと思ったとき
●経済的に生活が苦しく困っているとき

生活全般

●家族の介護のことで悩んでいるとき
●外出する機会がなく家で一人さみしく過ごしているとき

高齢者

例えば、こんなときに・・・

名張地区 主任児童委員名張地区 主任児童委員
竹原 サヨ子竹原 サヨ子さんさん

ファミリーサポート事業
「援助会員研修会」参加者募集

日時　5月30日金、6月2日月、8日日、9日月 午前9時～午後5時
※4回連続講座。終了時間は研修内容により異なります。

場所　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西 3）
　※5月 30日金のみ市役所 3階 303・304 会議室（鴻之台 1）
対象　市内在住で次の支援が可能な人
　▼保育施設や学校などからの送迎　▼急な用事のときの一時預かり
▼病気の回復期の子どもを預かる　など

定員　30 人（先着順）　
◎参加無料。テキスト購入希望者は 2,500 円。託児あり（6ヵ月～
就園前の子ども）

申込　5月 13日火から 24日土までに（日・月曜日を除く）、電話ま
たはファクスで住所、氏名、電話番号、生年月日を問い合わせ先へ

※託児希望の人は子どもの名前、性別、生年月日もお伝えください。
※この研修は、家庭的保育基礎研修を兼ねます。

 こども支援センターかがやき　  67‐0250　  66‐5650

２

３

６

７

支援

謝金支払

支援依頼

承諾

事前打合せ５

支援申込

４
連絡

依頼会員 援助会員

１

サポートセンター

　育児の援助を受けたい人（依頼会員）と、育児の援助をしたい人（援助会員）が、
ファミリー・サポート・センターの会員になって子育てを助け合う会員組織です。
　子どもを預かってもらいたい場合、「かがやき」内にあるセンターへ申し込むと、
できる限り条件にあった会員が紹介され、お互いに連絡を取り合う仕組みです。 

「マーヤにこにこ広場」（妙典寺会館 /元町）


